第36回運営委員会概要
日　時　　平成２２年５月12日（水）　午後６時３０分～午後８時４０分
場　所　　登別市市民活動センターのぼりん　２階　市民活動室Ａ
出席者　　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、山田耕一、平田和弘、川田弘教、山田正幸、和田浩一、平秀里、平田誠治、前野利一
事務局　　沼田政策推進グループ兼市民活動センター主査
議事項目

○審議事項
　　第１号　（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）について
　　第２号　「市民フォーラム」事後勉強会の開催について

○その他報告

　　１．見直し委員会中間報告

　　２．（仮称）登別市民フェスティバルの実行委員会

　　３．今後の運営及び議事録等について
　　
配付資料
　①景観・緑化条例策定についての考え方
　②（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）
　③市民自治フォーラム2010　反省・研修会　実施要領（案）

④第３回市民自治フォーラム講演要旨

⑤見直し委員会報告書

⑥登別市市民自治推進委員会規約（改定案）

⑦自治推進委員会・運営見直し委員会の今後の検討推進事項（案）
◆　会長からの情報提供

❑　市民活動センターは（仮称）登別市民フェスティバル実行委員会、市民活動センター設置検討委員会などで使用している。各委員が所属している団体においても市民活動センターを活用していただきたい。
○審議事項

◆　景観・緑化条例（案）について

❑　資料①及び②に基づき説明。
条例案は都市計画マスタープラン、景観形成基本計画などの理念を具現化するもの。条例案は、守る、活かす、育む、改善することを基本としている。期成することにより、景観緑化の自由度や個人への配慮が必要。
この条例案については、行政に条例案そのものを活かしてほしいということではなく、条例案で謳っている素材・意志を活かしてほしい。
条例案については、前回、運営委員会に提出したものと同じ。今回は条例案に込めた思いを説明・補足する文書をかがみとしてつけた。（和田）
　　

❑　約２年間に渡って第５部会で検討がなされてきた。ご意見等はありますか。
❑　関係法令については配慮しているのか。（関）

❑　それは場広い知識が必要とされるので、行政にお任せしたい。（和田）

❑　罰則の無い条例は果たしてどうなのか。（大山口）
❑　罰則というものではなく指導や勧告ということで十分ではないかと考えている。（和田）
❑　採択してよいか。

　　賛成多数、棄権１で承認可決する。（木村）
◇　今後の展開について確認させていただきたい。今日、可決されたと言うことで、近々中に市に提言を行うと言うことでよろしいか。日程については、会長と事務局で調整すると言うことでよろしいか。市に提言された後は、次長職で構成される企画調整会議で行政側の担当部局を決めることとなります。企画調整会議では、会長又は副会長及び第５部会長にお越しいただき、条例案の概略、込められた思いなどについてご説明いただきます。

また、条例案については、第５部会が約２年間もかけて作った案ですので、行政もしっかりと受け止め検討することとなりますが、提言後、２・３カ月ののちに提言について回答すると言うことはおそらく困難だと考えられますので、本年度一杯はお時間をいただきたいと思います。（事務局）
◆　「市民フォーラム」事後勉強会の開催

❑　第３回市民自治フォーラムの開催結果を踏まえて、今後のフォーラムの開催方法や今後の活動展開へ向けての問題点・課題について意見交換する。６月くらいの開催が良いかと考えている。（関）

❑　これだけの内容について反省・協議するというのは時間がかかるので、ある程度第１部会で精査した後に会議を開いてはどうか。（山田（正））
❑　参加対象は、市民自治推進委員会に登録されている全委員。

開催日時は、６月11日（金）　18時30分～
開催場所は、市民活動センターのぼりん　２階　市民活動室Ａ。

内容は、市民自治推進委員会とはどうあるべきか、市民自治フォーラムの必要性などについて確認していく。

会議の進め方については、第１部会で検討する。当日の司会は第１部会が行うということにします。（木村）

❑　第３回の市民自治フォーラムの議事概要をホームページにアップするとともに、全委員に送付することとします。（木村）
○部会活動報告
◆　部会活動報告

❑　見直し委員会等の活動と重複しているため、第１部会としては活動していない。（第１部会）
❑　４月20日開催したが、見直し委員会の報告について議論した。市民自治推進委員会は事務事業評価を行うべきとの意見があった。（第２部会）

❑　見直し委員会の報告が出るまで休会とした。（第３部会）

❑　全市観光について取り組んでいる。各地区の魅力発見のため、ウオーキングを開催した。鷲別岬でのウオーキングを開催する。（第４部会）
❑　現在、組織の見直しが行われていることから、当面休会することとする。開催の必要があれば開催する。（第５部会）

❑　今月20日、部会を開催する予定。見直し委員会の報告が出るまでの間、どのような活動をするか検討する。（第６部会）

○その他報告
◆　見直し検討委員会の中間報告
❑　配布資料⑤、⑥、⑦に基づき説明。
先般、見直しの内容について行政と協議をしたが、まだ内容を詰める必要があると言う考えに至った。
現段階の案としては、部会制を廃止することとしています。廃止した後、自治推進委員会が取り組むテーマについて決定するほか、行政等と折衝する「総括グループ（委員会）」、「総括グループ（委員会）」の決定を受けた活動する「企画グループ（委員会）」に分けることとしています。当初は、今日、見直し案をお示しする考えだったが、もうしばらく見直し作業を続けることとしたい。（見直し委員会）
❑　総括グループと企画グループの名称に違和感を感じる。企画グループは何か企画をするのかと感じる。（平田（誠））

❑　意見等はファクスなどででも寄せてほしい。現状では、全体会議を６月に開催するのは難しいと考えている。（木村）

◆　（仮称）登別市民フェスティバルの実行委員会
❑　７月31日と８月１日にフェスティバルを行う。当日市民自治推進委員会のメンバーにもお手伝いをお願いしたい。（田中）
◆　今後の運営及び議事録等について
❑　今後の自治推進委員会の会場は基本的に市民活動センターになる。会場の設営、復帰は自分たちでやってはどうかと考えている。議事録についても自分たちでやってはどうかと思うがいかがか。これまで会場設営も議事録も市役所がやってくれたがそろそろ自分たちでやるべきと考える。（木村）
❑　異議なし。

※　次回の運営委員会から会場設営は運営委員会が行うこととし、議事録は要点筆記で運営委員会委員がとることとする。
　
◆　次回運営委員会開催日時
❑　見直し委員会の活動を早めるべきではないか。部会の活動が停止している状態になっている。（大山口）
❑　全体会議を開催し、全体会議を廃止するということにすべきではないか。その後、規約等について検討してはどうか。（平）

❑　見直し委員会の検討内容について早急に運営委員会で協議する。（木村）
❑　日時：平成２２年６月11日（金）　１８時３０分～
　　場所：登別市市民活動センター「のぼりん」　２階　市民活動室Ａ
　※「市民フォーラム」事後勉強会は先送りとする。
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